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危機神学として日本の教会に多大な影響を与えたバル
ト神学。21世紀に入り、分断と対立が深刻化する今日、
著者は「和解の神学」としてのバルトの価値にも目を
とめる。バルト神学はお互いの正義をかざして裁きあ
う現代世界（万人の万人に対する闘争の世界）に対し
て福音なのである。
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1942年、東京生まれ。1966年、東京神学大学大
学院修士課程修了。1968年、東京大学大学院修
士課程修了（哲学）。1968‐1973年、ドイツ留学。
神学博士号取得（組織神学）。帰国後、日本基督

教団安芸教会、若草教会、美竹教会、曳舟教会牧師を歴任。現在は日本基督教団伊東教会協力牧師。
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